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「スキピオの夢」研究

池田英三

は し が き ・……...............………・・・・・・・・・・.......・H ・・・・・・・・・・・・・・・・…・ 1 

訳 文…...・H ・-…・・・….....…......・H ・-・・・・…-…・.....・ H ・... 5 

訳 註 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 15 

はしがき

ここに取り上げる「スキピオの夢JSomnium Scipionisはキケロ (106-43

B.C.) の論作「国家論JDe R巴 Publicaのエピローグにあたるものであって

(VI ~~ 9-29)，小篇ながらよくその拝尾を飾るべき文章として知られている.

国家論全六巻はB.C. 54年に執筆が始められ，途中でその構成プランに

変更をみるなど，平常には筆の進みの速やかなキケロとしては，比較的に年

月をかけて推敵したすえ， B.C.51年には完成をみて公にされた.

乙の論作が古代の思想界lと遍く流布した事情は，その政治思想がロ F マ

元首帝政に及ぼした影響や，また豊富lこなされている古代著作家によるその

引用の状況などによって一-特に著しいのは教父 Augustinusと四世紀の護

教家 Lactantiusによるものである一一推察するととが出来るが，それにも拘

らず，五世紀以降中世にわたっては全く行なわれなくなり，ただ Macrobius

(ca. 400 A.D.)の新プラトン哲学的な，該博なる学識を以てする，周密な註疏1)

の対象となった乙の SomniumScipionis以外の，本論にあたるべき主要部分

は，一千年以上もの長きにわたって，人々の眼前から全くその姿をかくし，そ

の消息を断ってしまったのであった.

ところがたまたま 1820年のこと，当時グァティカン図書館の館長であっ

たー一一後に枢機卿となった一一一AngeloMaiの手によって， 重ね書きした羊

皮紙 (palimpsestus)からなる古写本 (codexrescriptus)のうちから，ほぼその四
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fスヰピオの夢」研宛池田

あたるべき分畿のものが発熱せられー一一CodexVatIcanus 5757， 

代は五世紀頃のものとされている一一大いに古典文献学界の関心を呼んで，

それ虫、来テクスト修復と再畿の努力が重ねられつつ今日に及んでいる吟.

との関家論は小スキピオ (PubliusCornelius Scipio Aemilianus Africanus 

Minor N umantius 1話5/84-129B.C.)がその急死の直前， F eriae Latin艇の祝祭日

iζ際して多絞の庭閣に会したそのサ{クルの人々との総に交した，三約簡に

互る対話の記録といふ形式を取っている.一一主として対話の相手設を務め

ているのば友人の Laeliusである…ー， 却ち一日の談論lこ対して各々二巻づ

つが記されており，第一巻はまず今ケロの付した前文に始まって，天文学上

ら，三種実質の統治体制，つまり君主・賞議・民衆政治と，それぞれ

の盟議事し?と形態とについて論じ，それら各々の長還を考察した結果，

部分の均衡が保たれた廃家体制ζそが恕想的なものであるとして，かつての

ロ戸マ共和制に於いてその爽現が見られたのだとしている，務ニ巻は以上

の所~1告をむ~'7の歴史 lこ照しつつ検討して，国政に校ずべきものの斑怨像

と，隈政iと於ける公正の必要牲を論じている.第三三巻てはそれに対

として，不正は統治上の必要悪であるか夜ふ，が取り上げられるが，結路ぞ

れは否認される.さて以上の:三巻に於いてはデスクトの大部分が修復されて

いるのであるが，以下の後主幹部は援金うて断片的に保存きれているにすぎず，

と教育の鵠媛，第五巻は統治に託ずべき者の養成につい

て，第六巻は為政者が受けるべき褒:絞の鵠謹を取り

夢J，と於いて，そのことに対して霊魂不滅の潤題とし

iζ 「スキピヌ?の

り

る照明

あらま

ところが多く，ま

は爵じられている晶

の資料と

、で ストア

キケロは思録的部揺でjま

Panaitios つ

では涯史家 PolybiosIζ依ったもの

であると:されている. …ーこの高者、は共に所謂スキピォ，サ円クノレlζj議する

人たちであっため一一一.ところがまた，プラトンの局名の対話矯 Politeiaと

は，構成の上に於いても，出容の点から見てもき潜然のことなが;，事陸部iζ亙
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人文科学総主義

って非常 した点が多いのであって，とのスキピオの夢は， Politeia 

づ7ごとし、う，

(614 B-621 B)IC.置かれた，パムピリアの人ごc.-)レが物語

に関するあの有名なミュ F トスに対応しているも

のであり， また ζれが建設魂の問題をテ M マにしているとところから，

Phaidon織の影響が強く晃られることは設う迄もないが，一方情景の設定に

於いてもまた，それはソクラテスが刑死に鵠んーと行った最後の対諮であった

いこれはスキピ々がたまたまその儀死を遂げる議協にあたって，かつて青

少の昨に夢幻の中に受けた啓示を始めて打明け物語ったものであることなど

も(R叩.VI， 8)，或る壌の縫合を示しているものと認めることが出来よう的.

しかし特にとの部分SomniumScipionisの誼談の源泉であったと見なさ

るべきものは求められないようである吟. 上述のプラトンを始めとして， ス

トア派の哲学など，いわば当時代の一般的な思識とも日さるべきもの

にしながら，乙のこr.t:'o.-グの中に於いては，必ずしも

様々なう子日マが紘一安保ちつつ編み込まれており， ここIC.5おく

打出される親切否定的な気分は本来キケロ的ならのであるとは:きれないので

あり，また撃練不滅の純粋に機長主的な立証を Phaidros壌から，可j長りの分

にわたって，全くそのままにきi用している ζ となども，当然議和しなしiも

のと考えられる筈であろう吟. それにも拘らず， これらが格足立の破綻そもた

らしているとも認められないのは，ここに今ケ口の設けた

が一応の成功をおさめているためであろうか……?人そうし

という枠組

誠子と

してはjいわば宗教的感情に遜ずるとも言える Aojm1rρ0，ρεπ，owiのそれが認
められて，文体としても，古典的ラテン散文の創始著者と称、される今ケロたる

に相応しい，比類のないほどの完成を示したー篇を構成していることなど，

ζ うした ζ とどもが，後年 Macrobiusや Favoniusなどの設疏の対象ともな

ってへ ζれ以外の本論にあたるべき部分の壊滅にも鈎らず，ひとり f夢j の

五号謂暗黒の中散の蛍界にも弘布を晃て，近代に議るまで絶える ζ となく

その命脈を保ち得た罰法であろう.

<.:. <.:.1ζ試みる拙訳はた ょっ ょうとするもので

3 



ピオの喜多 i研究 池田

あって， もとより うとするものではないのであるが9L

註lζ於いては，内容の把握を専ち旨とすると共に，その考え方の由来を多少

なりとも選挙ねようとしながら，詞持にまた文芸立土の題揺にも捻子触れようと

努めたのは，上述の点を建議長撃したためである.

設

1) A. T. Macrobi珪s，Commenta主iiin Somnium. Scipionis. 

2) Cf. K. Ziegler: Cicero， De Re P立blica(除ibliothecaT日程bnedana)，1960， SS. V氏

3) Cf. Cicero， Rep. 1， 34. 

4) Cf. R. Hirzel， Der Dialog (1895)， 1， S. 467， Anm. 3. 

5) この点については， Poseidoniosにその出典を兇出そうとする鋭もある.Cf. 

Ueberwe苦手raechter，Die Phi!osophi母desAltertums， 1926 (12 te Aufl.)， S. 472. 

M. Schanz， Geschichte der romischen Litteratur， 190設， 1 2， S. 345. 

6) Cf. Paulys Real.Encyclop遅dieder Classischen Altertumswiss日nsιhaft，Zweite 

13 ter Halbband， S.1117. 

7) Cf. R. Hirzel， op. cit.， 1， S. 464， Anm. 1. 

8) Favonius Eulogius， Disputatio cle Somnio Scipionis. 命また，十凶俊紀のどすぎン

テインの喜多滋{議 MaximusPlan泌総のそ存によって， r喜多jと Macrobiusの波紋がギ
ザシア言語iζ機訳おれている. Cf. K. Krumbach己r，G思schichteder byz品ntinischen

Literatur， 1897， S. 545. 

9) レコ…ド吹き込み VivaVox Nr. L. 0386/7 M. T. Cicero， De re publica， VI 9…29 
Somnium Scipionis (Polyglottel， ~ま家言語ø調子会後察するi二の参考になった，

文献

務在最も完備したテタスれま〆K.Zi日gler: Cicero， D母 RePublica， (Bibliotheca 

T邑ubn母riana)，1960，でききるか，これは最近になって入手したために，総務は主として， C. 

W. KeyωCicero， D忠良ePublica， (Loぬ Cl.Libr.)， 1952， ~J渓災と英訳と

本としている.その他参照し得たものは，

H. Schwamborn; D古 ~e Publica， (Sch邑ninghsLat記inischeKlassiker)， 1958，一家文章意

び;ζ溺需の解説と詳詮 ， 

K. Atzert: Cicero， Son泌 iumScipionis， (Aschendor笠sSammlung)， 1961，原文と註

釈一.

W. Sontheimer: De Fミ日 Publica，(Samr泌総gK1ett)， 1961， ~綴文と.3U冊の略主主一‘

K Buchner: Cicero， Vom GemeiおW 己sen，(Die Bibliothek der alten We[t， Art絞殺is)，

1960ドー星雲コに 主主訳及び草李総一.

Anoゑ SomniumScipionis， (Oxford Plain Texts)， 1927. 
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J.仁hrist: M. T. Cicero， Sechs Bucher vom Staat， (い埼邑m;cheidtscheBibliothek)， 

1912;一独訳，時事語追及び喜氏逮一.

ゴトケ詳・コンコーダンスとして次のもの，

H.M母rguet: Lexikon zU den philosophi畠ch邑nSchriften Cicero、BdeI-III， 1961 
(1887). 

Id.: Ha註dl椛 ikonzu Cicero， 1962 (1針。5).

禽，以下の訳文tζ於ける( )の部分は，訳者が鋭坊のために補足したものである.

スキピオの

{譲りそ戸・小ス中、ピオ)ネ

諸君の御簿記知の部く，かつて私が執政官マニウス・マニザウス 1)のもと I.CIX9

盟主宮団付指揮官2)としてアフリカに赴いた際に，何にもまさる私の関心は

マシニッサ王3)を訪れることにあった. 王は然るべき琢治によって，夜々の

とは極めて親密な関係に怠ったのである4)• さてその詐に到ると，

私を抱くや.)落涙してへややあってのち，天を仰ぎ見でとうきった. rいと

も高きに荘l'の将7〉，また諸々の天なる神々，この生から忍の移り去る8)，ζ 
ちまして，わが領国の内ζの議?径の中iこ，プブ守ウス・コ Jレネリウス・ス

キピオミ会挑めますとことそ持童話取上げ、ます9)• このスキピオの名を陪いてミさえ，

るのでどざいまして，それ故，かの最も覆れたる不散の勇士的への

憶は，片時たりとも志の心かb離れることがございませんJ次いで私は彼に

その領国の状読を繋し31)，彼は私に我々の閣情について尋ね，お1f.iζ大いに

綴り合ひっつ12) その日 した川.

それから王家の持て戒しに守って，私共は深吏iと及ぶまで談話を続けた 10

が，翁はただアフザカヌス(大スキピオ)のことのみを話題として，その行い

ばかりではなくまたその議撲をちzL彼に関するすべてのことぞ思い起こし

ていた.やがて私共は退いて稜についたが，思は旅路の疲れや，それにまた

で夜更かしそしたためにベ平生よりも深い眠りにおそわれた. する

と， アフリカヌスがそのお姿を現わされたのである吟.一一一これは思うjと

した事柄に恭づくものに組滋ない.つまり，我々

5 



「スキピオの夢」研究池田

などによって， エンニウス')がホメロスについて記》しているような事態が生

ずるわけなのであり，それは明らかに彼がホメロスについて始終夜も眠らず

に考えたり語ったりする習慣を持っていたためである一一.さてアフリカヌ

スは御自身を直接にというよりも，むしろその肖像によって私の存じ上げる

御容子をしておられたが5)，それと気付いて，私は身震いをしため.だが彼の

言われるには， Iスキピオ，気をしかと持ち，恐れを捨てて7)，わが語らんと

ころを銘記せよ8)

11 お前にはあの都が見えるか1) ローマ国民への従属を我が手で強要さ

れたのだが)，既往の戦相目して平和を保ち得ないあの都が.ーそして

彼は，高々と貸える，星lこ満ちて実lこ燦然たるところより，カJレタゴを指し

示された一一. 乙れをば攻略すべく，お前はいま一介の軍人3)として来った

のだが，乙れより二年後には，お前は執政官としてこの都を平定し，乙れ迄

は我々から相続したのみにすぎないアフリカヌスという添名をお前自らの功

によってかち取るであろう'l，さてお前はカノレタゴを減すや，勝利の行進5)を

行い，監察官6) 1ζ任じ，また国使7)としてエジプト・シリア・アジア・ギリシア

l乙遣いしめ，外征中再び執政官lこ選任せられるや9)，大戦争を遂行して，ヌマ

ンティアを絶滅するであろう 10) だがしかし，車馬に駕してカピトノレの丘に

乗り込んだときに11にお前はわが孫の策謀によって，国政が奈乱している 12)の

を発見するであろう 13，ω.

12 Iその際乙そ，アフリカヌス1)，お前は祖国のために，己が心魂・才幹・

識見の光彩を顕わすべきであろう. しかし私には言わばその時の運命の岐路

が見えるのである. 即ち，七回の八倍だけ2)太陽の循行と回帰がなし遂げら

れた年齢にまでお前が達したとき lζ3)， つまり， それぞれ異った理由によっ

て， 共に完全数.)と見なされているこの二数が，自然界の循環に従って，お

前の運命の決算をなし遂げたときに5べただお前一人の上l乙お前の名l乙，

国家はこぞ、って期待をかけ7)，お前に対して元老院が，すべての良識派がペ

同盟民が9)，{ラティウム人が， 注目をよせることであろう. お前こそ国家の

安寧を支うべき唯一の人物であるだろう.要するに，お前は独宰官として国

6 
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政を機立すべきなのである，もしもお前が近親の者共の球選の手川を

たとしたならば.叫j

ζのように(小スキピオが)諮るのを聞くと，ラエザウス川は叫び声を上

げ， イ也の人々も深々と溜思考会ついたが，(小)スキピオは擦やかにほほえみか

うのに吟， rどうぞお静かに.在、そ夢から起さずに，いま暫くあとぞ

龍いて下さい.J

{大スキピオ)rだが，アフザカヌス，お前は語道家の保全lとより…綴機時す 13
べく，次のととをさとるべきである吟.即ち， その視罷を保持し， 助長し，

盛大に導いた人々幻のためにはすべて， 天界に特定の苦手iりさきてられた場所が

議うって，そ ζで彼等は，視揺されたる者として， 永久の齢を享受している 3)

ぞれはつまり，会iit界を統治されるかの主宰たる神がぺ凡そ乙の地J:‘に於

ける物事;として，何よりも御嘉納せられるものは，法に基づいて合同した人

総の結合・集際空部ち国家と呼称されるもの5l， !e般ならないからであって，

そうした閑々の支配者たち，保持者たちは，その場所から由来し，その場所

へと立ち祭って行くのである約J

とれを渇いたとi訟に荘、は， よりも，なしろ一族

る恐れによって，ひどく驚かされたのであるが，しかし忍は，彼(大スキ

ピオ}叡自身'も，また父のパウノレスも 1)，その他すでに亡くなられたらのと我

我の考えている人達もへ突は生きておられるのですか，とお尋ねした3~4) を

すると彼の持せられるには，rいかにもとの人々は生きているのだ.彼等はあ

たかも牢獄から絞殺される如くに，~徐の来持から飛び去った5) のであって，

お話連の所謂とは本当は死に外ならないのだ約.お前iζ向っていま父のパ

ウルスがやって来るのが，お読の駿には入らないのかJ私は父そ見ると，ひ

どく波長流したが7)，文は夜、を捨きロをつけて，泣くのを鶴止したりl.

14 

それで荘、は涙を抑えて，口が利げるようになると，すぐに乙う申したり.15 

九、とも尊くしてすぐれたる父上，アフザカヌスが諮られるのを持いますと，

とれζ そが主主なのでありますからへ 何で私は地上に議接しており， 何故私

はとちら たの詳へと らぬのでしょうか3勺「いや，それは宣じ

主
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くない4).J と父は議われた.["つまり，お請の眺めているとの全字密の

たるtrTがへお前を身体のその竪禁から解放せぬ取り， お前のために ζ とに

到るべき遊が筒かれるのことは出来ないのである. イ可故ならば，人間が生れ

た現oのものは，この字mの中央iζ見える，あの地球と言われる球体を
管漉せんがためにであって，そしてとの人揮には，お前たち とか~辰

とか呼んでいるあの永久の火焔から， 線が与えられており 7)， それらの患は

球状.p]形.)で，神的なる務衿を以ていきづけられ，それ自身の輪環・丹

を驚くべき迷ちで旋匝じている9).こう言うわけ故，プブリウスペお誌とか

すべて敬度なる人々とかにとっては，その魂は身体の監禁のうちに11)甘んじ

て拘束さるべきものであり，お前だちに魂を授けてくれたものの命令なしに

は，人館の生から移り去るべきではないのであるは).お前たちは，神によって

指命された人間としての校務か与，逃亡したものと見なされてはなちないか

おらである日).議， スキピオ，お前はこのお前の祖父上1)の如くに，お前の生み

の親たる私む怒<1<::，.if義と教法、めとを尊ぶべき?で、あJ.).ζの敬忠とこそ父祖や

して大切ぐあると共i乙就，*1祖国3)Iと対しでは最も肝要なととな

のである. そうしたさ伝送こそ天界1C.$lJるべき道なの

その生灘~終えて，身体から解放され，お鮪に見えるあ

って， 母ち， 販に

語住してい

る人々による，この集いの 1~11<::参加すべき i誌なのである.一一…その場所とい

うのはパ星授の)火焔の中.)でもとりわけ光彩感機たる降環であったがー

そと会称えるに， ちはギ、ワシア人かち承け継'tJ，乳白の霞 天

のJ![)5)となしているの

さてそとこから1)眺望するとへ荘、には(地球以外の}他のものめ総てが，

り輝いて索紛らしいものに晃えたのであるーぞじて我々がとの場所{地上)か

らは克たこともない綾震が存在しており，それちすべての巨大さは我々の想

散を絡する程であづて，それらの中で最小のものが，天界からは最も隔たり，

地止には最も近い，刑の撲の光をうけて光っている壌{却ち月)であづた紛.

ちの諸球体{各球騒}は地球の大きさを遥かに凌駕じていた

しかのみならず，地球自体が私lとは全く小さきなちのに見えて，我々の版図さ

s 
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えも11)いわばそ 占めるにす 情ーな あった.

なおも私が地球を昆つめていると，アフザカヌスはこう言われた1)，r -17 

体， {iiJ持までお前は地上に心そ懇われているのかー:io誌は問分が如持なる宇

宙の内にやって来たのかよく琵るがよいのだ. よいか，そもそも2)寓有3)は

円隊ij，或いはむしろ球体， によって結合されておりペ その中のーは

天界の球体であって，最も外側にありゅ〉，残りの r~(体すべてを包括している.

つまりそれは他の球体を掩護し統轄するところのへ至高なる神そのものな

のであるの. dてその天界蕗 の内側には，星震のあの る永久

の軌道がはめ込まれているめ. 更にその下には台層の球体的が隠し，それら

の球体は天界とは民対の選動をして10}，逆方向に旋回している.ζれらの七

球体中のーを占めるものとして，地上で入i習がサトウノレヌスの足と名付けて

いるあの昼{ごと緩)がある.次に来るのは，人関の族に;車みと験あらたかなる

ユピテjレの綾と設われるかの輝き(木星)であり 11L づいで，あかあかと 12)地

上に向って悶)無気味に光る， 7}レスの墨とお諮たちが言っているもの{火星)，

それから，その下方lまぽq-J践的の領域高校え;臨が占有している. これζそ，他

の光体の指揮者・主宰・統制者めであり，tIi界の精神にして調節原理時〉であ

って，その徐大さは自己の光輝によって高物ぞ照明し満たすに足りる躍であ

る.ζの太陽には，供奉{鶴{半島・筒星)として1円ウエヌスの軌議{金星)と，

メノレグ守ワスの軌道(7tJ菜}とがそれぞれ従い，そして最下位の円盤を去が太

陽の光線に照らされつつ旋回している.ととろで，更に廷の下.方にあっ

神々の怒愛によって人間の族に綬けられた魂以外のものは，すべて可死的で

あり可滅的であるけれども，月の上方にあっては，あらゆるものが永遠的で

ある叫， 部ち，第九!爵として中央に位している大地は29)，動かずに最下位:に

あって，議室さのある物はすべてそれ自体の務下の額記によって大地べと引か

れる判からであるお人J

とれら安夜、は采熱として眺めていたが，我に帰ると，こう

「私の耳与を満たしているかくも大きくかくも快いこの昔2)はがJごとですかJ

彼は答えちれるに， rζ の管は，不罪であるが而も一定の急~1をの 3) 比率によっ

8 
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されたり際議5)をへだてながる， 名門歯そのものが突進し運動するた

めに， それぞれ異る脊として吟作り出窓れるものであって，それは高者と

音とを裁和させっつ，様々なる議謂をば均bく作り出しているのである，却

ち，これ程に大規模な運動が普も無く進行することは出来ないからであって，

つまり日然界の仕総として， (宇治ゅの)擦践は一方の部分からは低殺を，それ

とは逆にもう一方の部分から るようになっている.ζ ういう

わけであるから， より迅速に旋閉す

るので， 高く鋭い8)音を発しつつ運動しているが，しかし最下騒たる乙の月

の軌道は最も低い管を発しつつ護勤している畢仰放なら，第九擦問に位する

地球は91， t立界の中央部を占めて， 不動のままに常に碍ーの所在宅全保ってい

るからである.だがしかし，かの八腐からなる軌道iふぞれらの中

は爵ーの速度であるために，管程を異にした七管を発している 10，11)，そしてと:

の七という数とこそえそあらゆるものの結び目なのである.学識惑をつんだ人々

は』絃を弾じ歓喜子詠じて，との議べ12)!r:j倣いつつペこの場所(天上)へと立

ち~.寄るべき道を自 J努のために爵いたのであるが，それはあたかも，そ

たる才鰻そもって，人簡としての生援を神的なる探究に没頭した人々

19と罰様である.ζの音響iと満たされて，人間の耳にはそ

いる.そしてお前速のJ感覚のうちでは耳が何よりも磁努なの

なくなって

って，それ

は{91Jえば，ナイ Jレ河がカタドウパ1)と呼ばれるあたりで， 高峻な;お話から落

る;擦に，あまりにその爆音が巨大なために，その地に器往する

覚を失っている様なものである.ところで，全世界の迅速緩まりない

よって生ずるこの音響も，人関の耳には提えられぬ程に大きいのであって，

それはあたかもお前達が太懇を議視し得ず，そのうも轄によってお前遠の視力

や?発覚がま倒されてしまう様なものなのであるめJ

20 とこうしたととに翠歎しながらも，立は幾度か視践を地球の上に民し

するとアフザカヌスの2ぎわれるにはJ私は，お前が相変らず人間どもの

家宅を挑めているのに気付いているが，もしもそれが炉事実ぞれがある通り

に，かくも小さなものとしてお前の阪には映るならば，お1ifHま常にとれら天

10 
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ものに注gして，あの人間界のものは軽視するがよいのだり.

お諮は入々の口から室長何なる名声を， 或いは，如仰なる望まし

ち得る ζ とが出来ようか禽治球上lζ於いては，入額の岩住する

つまり，

をか

は僅少・

狭躍であって，茄もそれらのいわば点々とした居住地域の閥には，無人の磯

野が介悲して，地球の伎民たちはただ単に，お互い詩志の鵠でも，

から地方の者へと持事も伝わり平等ない様に，中新浅れているのが見える詐り

ではなし彼等はお前達に対して，或いは側罷にペ或いは対照してへ或い

は対聴しつつめ立っているのが克えるのであって，それらの俊民たちからは，

は勿稔熊荷なる栄誉告も期待するととは出来ないのである7).

fこ，その地球は言わば帯の如きものによって給び取巻かれているの 21

が踏められるがぺそれらの中のここ地帯(南北の寒帯}は互に最も蕗たってお

り，天界の夫議長時休によって蒋識から支えられ，氷雪に凍結しているし，ま

た中央のあの最も豆大な地帯(熱帯)は太罷の熱lど灼熱している，のが見受け

られる.人聞の居住し得る地帯(温帯)は二つあるが，その中のあの南方の地

そとに立つ人々はお諮達に対して逆立ちに犠安踏まえておって， (その

と)お議連の殺とは何の喜善わり会いもない. きてもう一方の ζの北に援

する地帯にお前途は居住しているが，お前遼の占めるのはまたぞれの如何に

徴親な部分に過ぎないか会，お前は認めるがよい.即ち，お欝連の住む地域

{南北)には謀だ狭く，緯(東関)Iとは幾分より広くへ小島の郊くに

り留まれており，その海与をお鰐逮はアトラスの海とか，大海とか，太

とか，地上では命名しているが，しかしそうした名称にも拘らず¥如何に

その太洋が小さなものか，ぞれがお前には見えているのだ.この人手で開拓 22

されて入閣に知られた地滋から外へと，:tD鵠の名前;としろ，我々の中の誰か

の名前にしろ，そとに秘められるカウカスス山脈をのり結え，またはかしと

のガンヅス荷を渡って円伝揺するとことが，そもそもかつて出来たであろう

か宏その他の部分に於いては， (つまり)太譲が昇り成いは没する(東隣の辺境

や)，また南や北の(傑還など)，議果ての地に於いて3L誰がお隣の名訴を耳

lとしょうか.それらの部分そ切り離してし設えば，お煎違の栄替の弘布すベ

;11 
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き露関は如何に狭降ぐあるととか4)，ぞれはお舗がまさしく認めるところで

ある o).あまつさえ，我々について現在籍っている人々といえども，今後ど

れ丈け久しきに宜って諮ることであろう.

23 rいや， たとえ未来の人器どものその溺が1) 我々の…入一人IC::関する

ら継家し，更にそれ安次代の人々に訟渡すべく欲したにして

も2)，しか

ってみれば，我々

には必然的に大地の氾甑ia)と焼尽，)とが生ずるのであ

しうる栄営はI:廷に永議会守ではない詐りでなく，ま

た永続的でおるとことすら出来ないのである.それに F 後から生れて来る人々

がお前について語り合うことがあるにしても，先立つて生まれた人々は持ら

そうする ζ とがなかった以上，それが符の関係があるのカタ). つまり， それ

24らの{先時代の)人々の方が数マも劣らなければ，またより優れていたととも

礁かであり 1}，ζ とに，続々の名を耳にし得る(現代と後代の)人々の関

ですら，何人といえども一年{一回帰年戸にわたる記憶3)ぞかち得ることが

るものはないからである，部ち，入閣は通常はただ，一舗の段践にすぎ

ない太湯の循環によって， 年数を計るのみであるが，しかしり， あらゆる星

辰がまず最初に出発したのと時じと ζ ろに立ち返り，長い摺簡~経てから全

天界の時ーの配践を取り畏したとき，その時とそ， 乙れが真に一民帰年めと

称され得るのであって， その湾には何れ穂数多く人関の世代6)が含まれるも

のか，それは敢て綴る気もしない位である.つまりらかつてロムルスの議が

ζの字詰そのものの中に透入じた擦に9 太儲が入閣の限には蝕減し出滅する

かと思われた如くに7Lいつか将来， 太騒がi湾ーの地点からみて，罰じ時節

に再び蝕滅したとき，そのときには，全農産・全農民が援り出しに呼び設さ

れたのであるから，一留婦年が満了したものと考えるべきなのである.しか

し勿論その…年のこ二十分のーすらえミだに経iおしてはいない乙とをへ お蔚は

知るべきである.

25 r従って，もしもお前が，そ乙に於いてζそ偉大なる覆れたる人物には
あらゆるものが授けちれるのにの， ζの場所へと立ち返る2)ベき希議を失って

しまったとするならば，一年(一服婦年)の極めて{装少の部分にすら殆ん

12 
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び得ない様な人間の栄誉などに，一体何れだけの価値があろうか.それであ

るからもしお前が高きを望み見て3)，永遠の家宅たるとの住居4)を観察しよう

と欲するならば，お前は大衆の評判lこ身を委ねたり，人々の与える報酬に己

が行業の望みを托したり 5)すべきではないのである. お前は徳そのものの誘

いに惹かれて，真の栄光lζ到らねばならぬ6) 他の人々がお前に関して何を言

おうとも，それは彼等の勝手にまかせて，とにかく言わせておくがよい7)だ

がそうした評判などはすべてへお前が見る通りの狭い範囲内に局限され9に

また何人に関する評判l乙しろ持続した例はなく，人間の死滅に被い隠され，

後-j:I:1:の人々川から忘却されて消え失せてしまうのである川.J

乙のように彼は語られたので，私は言ったり.rアフリカヌス，もしも，ネ且 26

固によく功労がある者のためには，天界の門口lζ到るべき言わば小道が聞か

れておりますならば'l，もとより私は幼少から貴方や父の行ー跡を踏襲いたし，

貴方がたの栄光をば忽せにはせずに参りtましたが，かくも素晴しい報酬が示

されました以上，いまや更に一段と勉励いたします.Jすると彼は応へて，rげ

にもお前は勉励すべきであり，そして可死的であるのはお前ではなしに乙の

身体で'あることをさとるべきである.つまりお前自身とはお前のその姿が現

わしているものではないのであって，各自の精神乙そが各個々人なのであり 3)，

指差し示され得るその形体がそれであるのではない.さすれば，お前はお前

自身が桝1である乙とりを知るべきである.そもそも，活動し，判断し，記憶し，

予見し，また，自己に委ねられた身体を支配し，規制し，運動せしめること，

かの主宰たる神がとの位界に対してなすが如くであるものは，神であるが故

に.そして，或る部分に於いては可死的な乙の世界を永遠なる神自らが運動

せしめる如くに，はかなき身体を永久なる魂が運動せしめるのである 5)

「何故ならば1)，常l乙運動をするものはペ永遠的であるが，しかし，運動 27

を他者に伝えはするが，それ自身は他から動かされるものは，運動を終止す

るときには，生きることをも終止するのでなければならないからである.そ

れ故，自ら運動を行なうものは，それが白己自身から離脱することは決して

ないのであるから，乙れのみが如何なる場合にも運動する乙とを決して中止

13 
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しないのである.それ許りではなく，乙れこそ，その他の動かされるものに対

する運動の源泉であり始原なのである.と乙ろで，始原は何らの起源をも持た

ない.何故なら，万物は始原から生起するのであって，始原自身は他の何もの

から生ずるととも出来ないのだからである.つまり，他のものから発生した

ものであるならば，それは始原ではなかった乙とになるからである.それで，

もし始原は決して生起しないならば，それはまた決して死滅する乙ともない.

というのは，もしも始原が消滅してしまったならば，高物は必ず始原から生

起しなければならない以上，始原それ自身が他者から再び生ずることもない

であろうし，また自己自身から他者を創造するとともないであろうから.こ

ういうわけ故，運動の始原は自ら自己自身の力で運動するものに基いている.

そしてそれは生れる乙とも死ぬととも出来ない.さもなければ，必然的l乙全

天界は崩壊し，全自然界は静止し，またそれが新規に運動する場合の起動力

たるべき力も何ら見出されない，というととにならざるを得ないのである.

28 I以上によって， 自己自身の力で運動するものりが永遠的である乙とは

明らかであるから，魂にはとの本性が賦与されている乙とを，誰が否定しょ

うか.つまり，外部からの刺戟により駆り動かされるものは，すべて魂を持

たぬものであるけれども，魂を持ったもの2)は内部からのそれ自身の運動に

よって動かされている.ζの乙とこそ即ち魂の固有性であり本質である.そ

して，あらゆるもののうちで魂こそ自己自身を運動せしめる唯一のものので

あるとすれば，この魂はぺ確かに，生まれ生じたものではなくして，永遠

29的なものであるに違いないのであるめ. この魂をばお前は最善の行いをなし

つつ1)錬磨すべきだ2).ところで，最善なのは祖国の安寧のために尽すこと

であって，そのようにして鍛練された魂はより迅速に自己の家宅たるこの住

居3)へ飛来するであろう. そして魂が身体に閉じ込められた際には，体外lと

脱出しようと努力し， 外部にあるものを眺めつつり出来得る限り自己を身体

から解き放つならばへ魂はより急速にその飛来をなすことであろう.それ

はつまり，身体の快楽に捉えられて，いわばその従僕として振舞い，快楽の

ままになる欲情に駆り立てられて，神々や人間の法をば侵害した者共の魂は，

14 
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たとえ身体から脱れ出ても，地球の周囲を経巡る6)ばかりであって， 乙の場

所l乙帰着するのは，数多の世代7)I乙互って追放を受けた後のことにすぎない

からである.j

彼は立ち去り，私は夢から目覚めた8)• 

訳註

VI91) 1マニウス・マニリウスjManius Manilius政治家であるが特に法律家として著名であ

り，この国家論lζ於いても対話者の中の一人として登場している.B.C. 149年1<:consul 

として第三ポエニ戦役 (149-146)の戦端を開いたのであるが，しかし何等成果を上げる

乙となし翌 148年には更迭された.

2) 1軍団付指揮官jtribunus militum各々の箪団 (legio)に対してはそれぞれ六名ずつの

tribuniが配属せられ，二カ月交替でその指揮にあたったのであるが，この軍職l乙は主Iζ

年少の貴族が任命されて，彼等の言わば政界への登竜門としての意味をもっていた.小

スキピオ自身は B.C.151年以来この tribunusmilitumとしてイスパニアにあって活躍

していたが，と乙 l乙述べられるアフリカ行は B.C.149年のことである

3) 17シニッサ王jMasinissa rex (c. 240-149 B.C.)彼はヌミデイアの王 (201-149)であ

って，もとカノレタゴに於いて長じたが，のち第二ポエニ戦役(218-201)に際して，大スキ

ピオと結んでロー7側に投じて (206)，その率いる騎兵隊はザ7の会戦(202)に於ける大

スキピオの勝利に貢献するところ多大であったと言われている。かくして彼は大スキピ

オの支持によって王位に復し，旧世襲領を回復し (201)，その後はカノレタゴに対抗しつつ

王国を拡張して，遂にローマのために第三ポエニ戦役を挑援する役割をつとめたのであ

るが(150)，ほどなくしてー小スキピオとのとの会見の後とされている一死亡した.

4i liustis de causis amicissimum.j乙の文末は dicreticusの clausulaで結ぼれている.

5) Icompl巴xusmej Cf. illum complexi ut mos amicorum巴st(Acad. 1， 1). 

6) 1 complexus. ..conlacrimavitjこの con司の alliteratioはこれらのこつの動作の同時

性をも感じさせるものである.

7) 1 summe Soljヌミデイア人の最高神は太陽であった. 向ここにも sーの alliteratioが

認められる.

つづいて vobisque，reliqui caelites，とある様に，通常祈願を捧げる際には，その

直接の対象と、しての最高神1<:向かつて許りではなしまた他の神格に対しでも ことで

は月や諸星辰が神々と見なされているのであるが一昭びかけを省略せずに付け加えるの

が，一般に広く典礼的な形式になっている.

8) 1ζ の生から…-移り去る」乙乙の migroという言葉は，以下に現われて来る (cf.S 13) 

霊魂輪廻の思想を予め示しているもの.向S15， migrandum est，参照.

9) IGrates.... '.caelites，jζれらの二語は共に古形・詩形であって，散文に於ける用語と

15 
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しでは， gratias (e.g. Le窓.II， 43)及(Jcaelestes (e.g. Nat.D.. 1， 79) i.M審議室iと用いられた

のであるが， ここでは以下に見られる conspicioや配go等の穏と共に，祈祷の文体会

作っている.

10) rかの…υ勇士jとは大スキピオのととであって，上の P乙 Scipio

この夢の震設り手である小スキピオを提言r.
う迄もなく

11) rego i1I珪mde suo r悲喜nojこの勾は次の illeme de no語tr証 repul:ヲlicaと了度対応

して，つまりparallelisr漁師になっている.そのたゐに，本来は deeius r告gnoとある

べきところを suoで受けているもの.

12) fmultisque verbis ultro citroque habitisJこの分譲匂は鍔効に圧縮された2 ラテン綴

特有の，綴<oて法線された告書い廻しである.

13) rille...…dies.jこのiIIeI立，議まれて父米!C霞かれた die患にかかり，そζiζcreticus

の clausulaを作ると共に，との旬を以って次文のお multamnoctem produxi股lUS (: 

相応ずるもの‘

101) romni乱.queeius non f;誌はasolum sed etiam dictaj Cf. Talis hominibus fuit oratio 

qualis vita (Sen珪ca，Ep. 144， 1).即ちここにはストア派の言行一致の考え方が下敷にな

っている.

2) r深更1I<:夜更かしをしたために」 ζζでこのような場磁の設定そ行なったわけは，深
草授に及んでから克る喜多は真実マある，とのお代の俗僚に基づくものと怒われる.Cf. post 

medぬま混 乱。むtem，cum somni設 vera(Horatius， Satirae 1， 10， 33)，及び P]註to九 Kriton

44A. 

3) fAfricaロロsse ostenditJ幻影の滋渓を言うには， ζの緩とか五誌は seobtu!it (Vergilius， 

Aen. II， 590.)などの表王立がF惑いられる.
4) fエンニウスJEn説ius，Quintus(239-169 B.C.)南イタリア生れのギザシア人で，ホメ

口スの設五歩一持iζヘクサ・メターの議幸孝一をラテン誇のやに導入し，口一マ譲歩手の弱視-

*メロスの将来と称せられた被は大スキピヌ?に支きする讃書誌の絡も作っている.彼が夢

iζヰミメ口スをJ!たということに就いては， cf. Acad. II， 51. Lucretius， R N. 1， 123-25 

ーそこではまた潟の転伎に鑓しでも述べられている-Persius，Satirae VI， 10.-11など.

5) rその肖像によって……J肖像 imagqとは，その霊祭の務で生言言語警官に就いた経目撃そも

つ人の途童話会伝えるべき脳溺(cerae)のことであって，邸宅の議広隠 (atrium)にそ

緩されていた.

向キケ口によると (Sen.!i 19)，大スキピオの死一ζれは Polybios1むよればB.C.183

王手であるが一及び小スヰピオの主主滋(185/84B.C.) 1ま，共iζB.C.185停とされているか

ら，小スキピオにとっては，のちに餐祖父にあたることとなった大スネピヌr!C関して，
直接の書道慾はあり得ないわけである.

6) fそれと気付いて，事ld主義手緩いをしたJこれは幻影のt民主誌に対する驚樗からである.

Cf. Actus Apostolorum， 10.， 4. 
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7) r気をしかと持ち，恐れを捨ててJ乙のように幻影の側からする鼓舞激励のさまは， cf. 
Homeros， Od. o 825， Il. B 70. 

8) r銘記せよJtrade memoriaeとは普通には啓示の内容をば，口授とか文書などによっ

て，子々孫々の記憶に (memoriae)相伝え止める (tradere)ぺきことを意味するが，ここ

では，単に記憶に委ねる (memoriaemandare， cf. e.g. Amic. !i 3)という意味に取る.

11 1) 乙の節は，啓示の様式として， erotema IC始まって， hypotyposisがそれに続いてお

り，また相手に対して語りかける調子を保ちながら，特に次の!i12於ては二人称代名詞

の頻出が顕著に見られる. Cf. infra !i 17. 

2) rcoacta per meJ Cf. Vulgo occidebantur? Per quos et a quibus? (Rosc. Am. 29， 

80)即ち per-(acc.)は手段として使われるものを， a-(abI.)は意志を持つ主体を現わす.

Cf. eritque cognomen id tibi per te partum (infra) 従って，乙乙で (coactaa m巴

とはせずに)permeとしているのは，自分の行ないに関して謙遜して控え自に言ったも

のである.

3) r一介の軍人」小スキピオは乙の時には，上記の如く(!i9)， tribunus militumであっ

たけれども，それをこ乙で paen巴milesと称したわけは，次l乙述べられる如く，彼はこ

の翌々年(147B.C.) ICは各軍団を統轄すべき最高司令官たる consul1ζ，三十八歳の若

年にも拘らず(当時の法規では四十三歳以上であることを必要としたのであるが)特例を

もって選任せられ (cf.ante t巴mpus，Amic. !i 11)，カノレタゴ遠征軍の総指揮官となった

ためである.

4) rアフリカヌスという添名を……かち取る」祖父たる大スキピオが第二ポエニ戦役K
於ける勲功によって受けた Africanusの称(これは征服地を以て添名とされた最初のこ

とであると言われている)を養孫たる小スキピオもまた家名と共に従来相続していたわ

けであるが， 彼自身もまた B.C.146年には proconsulとしてカノレタゴを潰滅せしめ，

アフリカをローマの属州とし，遂に第三ポエニ戦役を終結せしめる功績を立てたがため

である.

5) r勝利の行進Jtriumphusとは，特に大きな戦勲をあげた将軍が，元老院の認可を得て

行った凱旋式のパレードの乙とである.(この行進はMarsの野から発して，PortaTrium-

phalisを通り， Circus Flaminius， Via Sacraを経て，東値IJから ForumRomanum IC 

入り，更に Capitolium丘上の Juppiter神殿~と到るもので，凱旋将軍は四頭の白馬l乙

曳かれた車上にEliし，戦利品・捕虜・部将・諸政務官・一族郎党等を引き具して，華麗を極

めた行列であった.)

6) r監察官JJj、スキピオが censorとなったのは B.C.142年である.

7) r国使JlegatusはB.C.141-140年のことである. (但し，また或いはB.C.136-135年

ともされる)

8) r deleveris.. .egeris" .fu巴ris". 0 bieris J乙の homoioteleutonはdeinosisの一種として

記述に重々しい印象を与えるもの.

9) r再び執政宮」彼は B.C.134年に，過去二十年以上の永きに互る対ヌマンテイア戦を解

17 
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決し得ぺき惟ーの人物として，元老院・民会一致のもとに，特例を以で consulに再任せ

られた.一同一人が consulに再度任ぜられる乙とは B.C.151年以降禁止されており，

また本人の不在中 ~C (absens)選任せられることも認められてはいなかったのである.一

向乙乙の de1igere=deligeris.

10) rヌ7 ンテイアを絶滅」乙の北部イスパニアの町は B.C.三世紀の初めから反ロー 7 の
拠点となっていたが，小スキピオは長期間にわたる攻囲の後 ~C ，四千入 ~C上る市民を降

服せしめ (133B.C.)， 乙れ以後イスパニアは完全にローマ化することになった.彼には

前記の Africanusなる添名と共にまた Nurhantiusなるものも与えられているのは，乙

の戦功によったものである.スキピオの名称は，小稿 p.2参照.

11) I車馬に駕して……」前記の凱旋式を再度行って，の意.

12) Iわが孫の策謀によって……」これは，大スキピオの娘 CorneliaとT.S. Gracchus 

(t 151 B.C.)との子である TiberiusSempronius Gracchus (162-132 B.C.)の国有土地

(ager pub1icus)分担法案一lexagraria-(133 B.C.)による改革運動を指すもの.彼はその

翌年もまた護民宮に再選されることを企てて，反対派たる元老院側のものにより撲殺

された。

13) Icum autem.... sed cum"'， 0妊endes...j予言に際しての同様な言い廻し方として，

cf. Homeros， Od. A 115， 119. 

14) I perturbatam nepotis meijここは dicreticusの clausula.

12 1) I Africanej大スキピオの小スキピオに対する呼びかけとしては， S 10では Scipio

(家族名)であったのに対して，乙乙と S13では Africane(添名)となっているが，この

方がより親近感を増した語調になる.

2) I七回の八倍だけ」即ち五十六歳であって，小スキピオはこの年齢のB.C.129 年 ~C死

亡しており，キケロはこの国家についての対話が行なわれた時期を，前述の如しその

死亡する直前の乙とであったとして，情景の設定をしている.

3) I converteritJo'convertendo e任ecent.

4) I完全数j乙乙でキケロが plenusと称しているのは，厳密に数学的な意義 (cf.T. L. 

Heath， Greek Mathematics， vol. 1， pp. 74 f.) ~C 於てではなくして，むしろ通俗的な意

味合で用いたものである ーこれの原語たる uAeoc&f)l(}μoc Platon， Tim. 39 Dの場合

も同様であると考えられる.Cf. 1;¥. E， Taylor， A Commentary on Plato's Timaeus， 

p. 216. さて乙の二数が完全数と呼ばれる理由として，一般に上げられているのは，ま

ずくめは最初の立方数即ち 23であること，最初の正方数たる 4を倍したものであ
l
る乙

と(Plutarchos，Vit. Thes. S 36)， 8→4+4→2十2→1+1 と均等に分解されるため ~C ピタ

ゴラス派にあっては公正のシムボノレとされたこと，等々.またくりを特別なものとして

扱うのは，古代東方諸国以来現代にまでも及んでいることであるが 例えば，七賢人，

ローマの七丘，世界の七不思議，七曜日，七遊星体系，等々にも覗はれるー，ピタゴラ

ス派及びプラトン派では 7x4=28が月の周期であることによって，また Macrobius~ζ 
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よると (Commentarii1 vi 22.小稿に於ては参照は次の英訳によっている w.H.Stahl， 
Macrobius' Comm巴ntaryon the Dream of Scipio， 1952， p. 104)，それぞれに特別の

数である 3(三角数であって奇数)と 4(四角数であって偶数)との vinclumとして意味

があること，等々.

5) r:-自然界の循環l乙従って……J. これは前註で触れた数の神秘観と占星術とが結び付い

た考へ方である.占星術はパビロニアに由来するもので，ギリシアの天文学のうちに於

いては否定的な取扱いを受けたが，しかし以後末長く西欧の俗信の中にその尾を百|いて

おり，キケロの時代にはその影響が強かったとされている.

6) Isummam...fatalemJ=summam annorum vitae...….向乙の箇所lζ於ける大スキピオ

の小スキピオの運命!C:対する予言的な啓示は，恰も，予めその死に先立つてなされた

laudatioであるかの如き形式を取り，調子を帯びている.

7) lin tuum nomen...in quo nitaturJその名 Scipioとはく勿杖?の意味であって，その

人によって国家の安危が nitatur<支えられるべき〉なのである. fPちここには nomen

atque omenの暗示が読み取られよう.

8) I良識派Jboniとは土地改革に反対する所謂 optimatesに与する人々，つまり保守派

の人々一般を言うもの.

9) I同盟民JIラテイウム人J両者共に，彼等もまたローマの市民権並びに agerpublicus 

を所有していたためそれを失うととを恐れて，土地改草には反対の立場であった Cf. 

Rep. 1， 31. 

10) I近親の者たちの非道の手」小スキピオは土地分配法案の延期を元老院に於て議決せ

しめた後，あたかも feriaeLatinaeの混雑の翌朝にあたって，自宅の臥床の中で急死を

遂げているのが発見された (129B.C.冬).乙れは他殺であるとの風評が弘まり，妻の

Sempronia (Gracchus兄弟の姉)やその母の Cornelia(大スキピオの娘)さえ嫌疑の対象

になったのであるが，遂にその真相は不明のままであって，葬礼Iζ際してなされた公の

laudatio IC:於ても，何等この死因に関する乙とは言及されていない.向この変死につい

ては， cf. Plutarchos， Vit. Rom. S 27. 

11) I si...e妊ugerisJCf.εZπtρ IC<;y &Àú~Zç， Homeros， Od. A 113. 

12) Iラエリウス」この人は，くはしがき〉に述べたように，国家論の主な対話者の一人で

あって， De Amicitia にも対話者として登場している，小スキピオの友人である.

13) Ileniter arridens...inquitJ乙れは話し手の平静な様子を描写するものとして慣用の表

現である. E.g. Acad. II， 63. Fin. 1， 26. II， 119. Tusc. 1， 96. Nat. D. 1， 17. III， 1. 

向 Homerosの μelCIOων や ru初日C等が比較されよう.

13 1)以上の予言に続いて，次には adhortatio(π叩 αiyoalc)が始まる sichabeto.... Cf. S 26. 

2) I qtIipatriarIl. conservaverint， audiuverint， auxerint，J乙こはー巴rintのhomoiot巴leuton

を有する climaxの語法である.

3) I祝福されたる者として…・・j国政に貢献した人聞の apotheosisは(cf.Rep. 1， 12. II， 
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4 & 17 ff.)ヘレニズム世界の一般的な思潮として認められるものであるが，但し乙れ

がキケロ自身の確信すると乙ろでもあったか否かは問題であって， conc巴damusenim 

famae hominum，…a fabulis ad facta veniamus (II， 4)， quam opinio問 m(II， 17)等の

言葉遣いには，彼自身のそれに対する幾分批判的な態度が看取される.

4) 1かの主宰たる神Jilli principi deo qui omnem mundum regit. 乙のような注目すべ

き神の観念に関して，同様の表現として cf.summus ipse deus arcens et continens cete-

ros ~ 17， qui tam r巴gitet moderatur. "quam hunc mundum ille princ巴psdeus S 26. 

5) 1……即ち国家と呼称されるもの」以上の如きキケロの国家観は， Rep. 1， 39 & 41.に

於ける respublicaや civitasの説明に見られる.

6) Ihunc profecti huc revertunturJ乙のような，死は魂の帰宅である，との考え方に

ついては，次の表現が参照されるべきであり， reditum ~ 18， revertuntur ~ 29，また，

占μOiJllief:KUdS 伊ElIrεω.Platon， Theaet. 176 Af. Stdeμ SJlOiνoe &lplKO，μzν日15KεZ・・・.Phaid. 

70C，そして乙のような思想が，人間の現世に於ける為政者としての活動は，神の委

託IC基づくものに他ならない，という考え方を支える一つの根拠になっているのであ

る.Cf. ~S 15 f. 

また，乙乙は dicreticuscatalecticusのclausulaである

14 1) 1父のパウノレスJLucius Aemilius Paulus Macedonicus (228-160 B.C.)乙の人は小ス

キピオの実父であって，文武!C秀でた人物であると共lζ廉直を以て聞え，典型的な古代

ローマ人の一人として数えられている.

2) 1 extinctos < esse > J (光を失って)ζ の世から消え去った筈の人々が，本当には de
illustri et claro...loco (~ 11)なのである.

向乙乙には ess巴を補って読むテクストが多い.

3) 1 quaesivi tamenJ幻影に対する erotemaとして. Cf. ~S 15， 18. 

4) larbitraremurJ乙れは dicreticuscatalecticusの clausula

5) 1"・...飛び去ったJevolaverunt乙のような言葉の背景には，魂が燥のように羽根をも

って飛び廻る，という古代人の表象が覗はれるのであり，乙の箇所と同様の叙述として

cf. Amic. S 14，. Divin. 1， 114.向ここに見られるような霊肉観に関しては， cf. Platon， 

Phaid.67 D. 

6) 1・…・・vitamors estJ Cf. Tusc. 1， 75.乙れと同様な oxymoronの顕著なるものとし

ては， rIc; 0' 0[0$ν， ge z:oとitJlμtν SdU'KarOaJlo( JI， ro KarO日ν$(ν8きと平ν;(Platon， Gorg. 

492 E)がある.

倫プラトンの同じ筒所の， あのよく知られた z:oμevawμa so:rlJl ~μTν dîþ，μa. (493 

A)とは，巴 corporumvinculis tamquam e carc巴re(supra)がやはり相応じている.

7) 1ひどく涙を流したjギリシア・ローマの世界では，場合によっては英雄・武人の流悌

することも決して珍しくはなし率直な感情の発露として，格別に恥ずべき乙ととはさ

れていなかったのである.
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8) r prohibebatj乙のテンスは imperfectumde conatuである.
9) r父は私を抱き」幻影との聞の抱擁はよくある情景であった.Cf. Vergilius， Aen. VI， 
698. V， 742 

15 1) r口が利けるようになると…・υ 」亡父に会った感動のあまり，一旦は aphasiaの状態
lζ陥ったのであるが，それが回復すると・・…の意味であって，乙れもよく用いられる言

い廻し方の一つである.

2) ，haec est vita jとは haec< vita> est < vera> vitaの意である.
3)次には自殺の可否p::関する問題が述べられるが，乙れは，ストア派にあっては，例え

ば小カトーの場合!c於けるが如く，生からの脱出資000，(Epiktetos， IV 4， 38. また Bible
には多出)，flOち正当なる離脱 e1Sl.oro，s~arωr?Í (Epikuros， Sent. 20. S.V.F. III， S. 188) 

であるとして，是認されたこともあったのであるが (cf.Fin. III， 60 f.)，それに対して一

万では，本文の以下にも見られる通り， Poseidoniosによって，オノレフエウス・ピタゴ

ラス・プラトン的なる否認~と置きかえられている. Cf. Platon， Phaid. 62 B ff. 

Epikt巴tos，1 chap. 9. 

4) ，non est itaj司lonfas est. 
5) ，deus is， cuius hoc templum est omne quod conspicis，j Cf. oI!"iay 0' f)εOU Z昔νων
μe:y伊甲"1l:OY r;AoνKOdμoνκae lOV mjρω6ν(S.V.F. 1， S. 43) 

またこの t巴mplumのもともとの意味は，烏占のための眺望・観察を行なうべき視

界区域のことであった.従ってその派生請として， cont巴mplo(烏占のために)眺望する・

観察する，がある (cf.Walde-Hofmann， Lateinisches etymologisches Worterbuch). 

上の conspicisもその同義語である.

そして caerulacaeli templa (=caelum) (Ennius， Ann. 66)，-..mundi magnum versatile 

templum (Lωretius， R. N. V， 1436)， mundus deorum omnium templum (Seneca， Ep. 

90， 28)などの用例があって，更に quorum(deorum) hic mundus omnis templum 

esset et domus (Leg. II， 26)からして，上のような templumは結局宇宙の意味で用い

られている.Cf. ~~ 17， 24， templa (乙の複数形は pluralispoeticusである).

6) ，...tibi aditus paterej CL eisqu巴 (animis)・・r巴ditumin caelum patere. ..， Amic. ~ 13. 
7) ，人間には・・・火焔から，魂が……Jこれは，魂は火であるというヘラクレイトス・ス

トアの考え方によるものであり，従って天体は勿論魂を有する寄在なのである.向この

箇所のような天体観は ストアの哲学者 Cleanthesの説として-Nat.D. II， 39 ff. (117 

f.)に詳しく述べられている.

8) ，globosae et rotunda巴j，circulos [circos 1. v.] suos orbesquej乙の二句はそれぞ

れ即日rρoeIO"'，及び π印 1"'0ρkのラテン語訳にあたるもので，両者共に hendiadyoin
になっている.

9) ，celeritate mirabiliJ乙乙は dicreticusの clausulaであり，またそれに先立って c-

の alliteratioが認められる，
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10) rpublij 乙こで個人名 praenomen を以て呼びかけているのは-~ 16の ScipiolC対

応しつつー特に親近感を表現するもの. Cf. ~ 12訳註1.

11) rin custodia corporisj Cf. corporis custodiis (supra).乙の custodiaとは仰叩ρd

(Platon， Phaid. 62 B)に対するラテン語である (cf.J. Burn巴t，Plato's Phaedo， p. 23) 

12) r nec iniussu eius".migrandum estj Cf. vetat enim dominans il1e in nobis deus 

iniussu hinc nos suo demigrar巴.Tusc. 1， 74.命次の註にあげる Sen.~ 73も参照さ

れるべきである.

13) r munus humanum adsignatum a deo defugissej乙乙では軍隊の用語によっで強く

表現されている.Cf. vetatque Pythagoras iniussu imperatoris， id est dei， d巴praesidio

et statione vita巴 deceder巴. Sen. ~ 73， roii os iJs o~ rarroνroc'" AirwlμI rキνrá~1ν.

Platon， Apol. 28 Ef. 

16 1) r乙のお前の但父土」とは勿論傍らの養祖父である大スキピオを指さし示すもの
次tc続く adhortatioは，家父の子息に対する教訓として，極めてローマ的なもの.

2) r敬忠jpietasとは一般には神に対するもので， <敬度〉を言うのであるが， cf. e.g. 

Est enim pietas iustitia adversum deos. Nat. D. 1， 116.しかしこの筒所ではむしろ親

や(cf.O妊.II， 46)国家に対する孝順・忠誠のことである.Cf. quae (pietas) erga patriam 

aut parentes aut alios sanguin巴coniunctos0白ciumcons巴rvaremoneat. Inv巴nt.II， 66. 

3) r patriaJ Cf. SS 13， 26.これは祖国の意味であるから;res publica tc比較すると，感

情的に密着した表現であることは，あらゆる筒所で認められるが，特K cf. Off. 1， 57 

& 154，また Rep.1， 4 t乙於ける両者の微妙な差異など.

4) rinter flammasj Sc. stellarum. 

5) r orbis lacteusj乙の表現はギリシア諮の T出向計四f日，ICAO;"tc由来しているもの.-cf. 
thegalaxy因K近代語の theMilky Way， die Milchstrase等は vialactea (cf. Ovidius， 

Met. 1， 168 f.)の訳にあたるものである.一一

またil1umlocumは deexcelso…loto ~ 11，を受けている.

この所謂天の川はピタゴラス派やプラトン派の人々によって，霊魂の居住する場所

であるとされ，とりわけ顕著なその光だは無数の霊魂の集合によって発せられるものと

考えられた.Cf. Platon， Phaidr. 246 E妊， Macrobius， 1 xv 1 (Stahl， op. cit.， p. 149). 

Favonius Eulogius， Comm. ad somn. Scip. p. 401 or. bene m巴ritiisde re publica 

patriaeque custodibus lact巴icirculi lucida ac candens habitatio deber巴tur.(H. Schwam-

bom， op. cit.， S. 117) 

6) r a Graiis"'nuncupatisjここは古めかしい表現を取っている.即ち， Graiiは Graeci

の古形にあたり (cf.Rep. 1， 58)，また nuncupo(nomen半capere)は典礼や法律の用語

であって，キケロ自身 priscaet poetica verbaの一例として上げているもの (cf.De 

Orat. III， 153). 

7) rさてそ乙から exquoj~ex orbe lacteo.即ち，乙こに於て忽ちにして立脚点の転換が
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行なわれ，天界から逆に地上を見下ろすととになる.また夢幻の中にあって，高所から下

界の展望を怒にするというこのモチイフに関しては， cf. e.g. Apokal. Joh目 21，10. 

8) [" contemplantij上記 templumm 15)に対する訳註 5参照.
9) [" ceterajとは地球以外のもの praeterterramを指すが，乙の語は Macrobiusのテ

クストでは省かれている.

10) [" quae ultima a caelo， citima <a) terris luce lucebat alienaj Cf. quae (luna) omnium 

stellarum ultima巴st.Nat. D. II，56. 即ち，註 7で前述した如く，この際は天界から

見下ろしているために，月は ultimaなのである.また乙の terraeは pluralispoeticus 

であるが，同時1(，地上の住民であるわれわれ，の意味を含む.

別の(患の)光luxalienaとは勿論太陽の光を言う.

f荷乙こには c-及び lu-の alliteratioがある.

11) ["imperium nostrumj汎地中海的な規模を以て誇る我々の支配圏と維も，の意.これ

はのち帝政時代の所謂 imperiumRomamimとなるもの.

12) [" quasi punctumj Cf. t巴rramin medio mundo sitam ad universi caeli complexum 

quasi puncti instar obtinere. Tusc. 1， 40， tlpち，そ乙では既1(地球すら宇宙1(於いて

は punctumにすぎないとされている.

天上から眺望したものとしての大地の描写はSS21 f. 1ζ見られる Cf.Platon， Phaid 

110 B ff. その場合1(地球の微少さを誇張する乙とは， s巴neca，Boetius， Danteなどに
も見られるところとされる.

17 1) ["アフリカヌスは……」前節を以て父パウノレスの幻影は立ち去って，次いで再び祖父の

大スキピオが教えを垂れる乙とになる.向乙乙も， S 11の場合と同様， erotema Iζ始ま

って hypotyposisが続いている.

本節lζ説かれる様な天体の構造と運動については Nat.D. II， .49 ff 1(詳述されて

いる.

2) [" novem tibi orbibusjここに帰入せられた tibiは dativusethicusであって，乙の

一語によって，以下の宇宙の構造の説明に，単なる平板な叙述ではなしに夢幻の中に行

なはれる穆示としての色合いを与えている.

3) ["omniajこれは宇宙全体の意.

4) [" conexaj Cf.出iJlOe<1μoc.Platon， Politeia 616 C. 

5) [" extimusj (extumusとするテクストも多いが)ζの語形は稀出の古形・詩文形であっ

ていf.Walde-Hofmann， op. cit. Bd. 1， S. 433)， extraから出る最上級形容詞の散文形

として普通に用いられるものは， extremusであるE.g. quod (caelum) extremum 

atque ultimum mundi est. Div. II， 91. Cf. extreina...sonent. S 18. 

しかしとの extimusくextra)なる語形は， ultima (<ultra)， citima (<citra)s 16 

及び m五ma(<infra) S 17と丁度対応した形になっているわけである

6) [" arcens et continensj Cf. Nat. D. II， 136乙の二語はこ乙では， complectitur (supra) 
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のま日くに単なる空閥的機念のみではなしに，線の支配関係会も表現しているものである.

7) r summus ips邑 deusJCf. S 13訳註生ヌ界j簡を目して鈴とすることは， cιhoc 
sublime c乳d合nsquem invocant omnes Iovem. N品t.D.II， 4. 

8) rin弓柱。飢mtinfixi illi， qui volvnntur， stellarum curs羽 田 mpiterniJζ との文章震は

懇意重された荒立としては， in quo sunt infixae illae stellae， quae cursibus sempiternis 

volvunturとなるべきものであろう.つ三まりこれは値段夫会指しており，-c t守~ 1土Eþ~の

然体として表象されているわけであるけれども，但し古代には天球畿の如きものは未だ

作られてはいなかったというととである.

9) r-tコ綴のまま体jζれらのま求体の震の更に内部lとは不動の地主求がゆJi)lとあり，従って叉界

}震と合計すると，上~L述べられた様 Ir.全体としては九綴となる. このが世主総迭の図解lま

cf. Stahl， op. cit.， p. 103. 

10) r contrario motu at司uecaelumJ Cf. {;V1XVUO，. Platon， Politeia 617 A砕かうしたプト
レマイオス的宗主寄像iζ於いては，緩いで本文に記されている，土星・木星・火緩・太錫・

会議・1く濠・月の七球燃が，Et心iこ位する不動の地球の潟強者子，天界層とは奨なる方向
iこ主差額しつつあるものと考えられたのである.

11) rille fulgor， qui dicitur IovisJζの表現は檎党怒深された形としては， fulgor illius 

stellae， qu総 stellaIovis (i.e. 1 uppiter) dicitur. となるもの.或いは illefulgorを単

It illa fulg色部書tellaとする ζとも滋来ょう.

以下IC述べられている，遊星会主主主ままに対して及ぼす務懇に関しては， cf. N品t.D. II， 

119. Macrobius， 1 xix 19 f. (St証h!， op. cit.， p. 166). 

Iまた滋墜に附されているこれ等の修飾怒にほお星術的な匂彩が滋iまれるのであって，

HIlちとこ こにも ð~童書をと天文学との混浴の一係会主党られるわけであるけれども， しかしキ

ケロはカルダア人の占星術Ir.対しでは滋判的な立場後取っていた Cf.ひiv.II， 87 ff. 

12) frutilusJ Nat. D. II司 53には H/JP9書1<'，q uae stell設 M器官邸設ppellaturとあって，芸評ち

rutilusは r印oo(<:Iとあたるラテン諮.

13)日記rrisJこれは喜16の場合と同様に pluralis poeticusである.

14) rその下方iまぽgヨ潟j とは，天界層と地球との闘のほぼZ誌の，の慾.
15) fmoderatorJ Cf. Rep. V， 8. 1， 45.宇宙にきをける太陽のとのような佼授と，園芸誌に於

て為政審のさヨめる立場とが対応している.!:l26訳絞5参照.

16) rtemp邑ratioJJ二の dux...mod母ratorをうけて，ことは tcmperatorという語形を

絞れば首尾一賞するととになろうが， ii震前の mens(t)との結びつきさにひかれて

temperatio (f.)の形となっている

倫この儲完売にJi!られるような太陽の絶対的神格化は古代に広汎に行なはれた勝織で

あるが，それに対立するものとしては，例え!tAnaxagorおのお.reZ:OJI ~ÀIQνμ話器非加
e:l開 IoltIrwpOl' (D.K. 59， A 1. cf. A 72， A 42)が比較さるぺきである.

17) r comites J 霊長媛と水墨は太騒のお6'opop.ol(Platon， Tim. 38 D)であるとされている.
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但し乙乙でキケロの述べている遊星天の順序は，ピタゴラス・プラトン的体系とは異な

り，プトレヤイオス・アノレキメデスのものである.Cf. Taylor， op. cit.， pp. 192 f. StahI， 

op. cit.， p. 162 n. 1. 

向 R巴p.1， 22 ~乙も以上と同様の体系が，日食 l乙関聯して，述べられている.

18) finfra".mortale et caducum...supra Iunam sunt aeterna omniajつまり月の円圏が

不死なるものと可死的なるものとの境界になる. 乙れはピタゴラスの説としてはめro

dUか平r:av剖 &uaνaz:日…z:a:G告bnoxaz:ω。叫z:a(DieIs， Doxographi Graeci， S. 587， 4 f.) 

とあるもの.

と乙ろで霊魂不死の問題l土木篇の主要なテーマの一つであって，その証明としては

~~ 26 ff. があてられているが，そこに達するまでの伏線として~ 14とζの箇所とが置か

れている.

19) fteIIusjは terraの詩語であって，大地母神としてギリシア神話の rac日に対応する
もの.Cf. terra ipsa .dea est et ita habetur; quae e~t enim aJia TeIIus. Nat. D. III， 52. 

ここに述べられている様な宇宙体系は，プラトン・プトレマイオス的な，地球は中心

部にあって不動である，との説によっているが，それに対して，キケロはまた Acad.II， 

123 ~C於ては Hicetas Syracosius の地動説~C関しても言及している.

20) fin eam (teIIurem) f巴runturomniaj Cf. n:avz:a raμt仰Z:OUKÓ~μoυSlÛ ro Ie:dov z:ou 

KÓσμ9日z:~νψOp占ν ËXWI. (S.V.F.， 1， S. 27， II， S. 175)つまり乙れはストア派の仰ρ占sn:e
roμF:dOνである.

また，大地(地球)が宇宙の中央に位置して不動である所以も，それ自身の重さによ

るものー土・水・火・風の四元素中で土が最も重い ζ とーとされている Cf. De Orat. 

III， 178. Tusc. 1， 40. Aristoteles， De Caelo II， 14. 

以上の宇宙構造は大体に於てはピタゴラス派の哲学者フイロラオス ~C遡るものとさ

れている. Cf. Platon， Polit巴ia616 C-617 C. 

21) f nutu suo pondetajとれは dicr巴t1cusのcIausula.

18 1) 乙乙でまたしても erotema+ hypotyposisの形式となる.
2) f……かくも快いとの音」以下本節及び次節 ~L於て説かれるのは，言う迄もなく，所謂

天球の諮調一天体の音楽ーに関する問題である.Cf. Platon， Politeia 617 B， Aristoteles， 

D巴CaeloII， 290 bー但し Aristoteles自身としては反対説を提出している ，Macrobius， 

II I-IV (StahI， op. cit.， pp. 185妊.).

3) f pro rata partej Cf. perinde ut cuique data sunt pro rata parte. Tusc. 1， 94. 

4) fration色distinctisjCf. ratione...distinguere. Fin. IV‘10. 

5) fintervaIIisj即ち， ~gIoborum 或いは ~orbium のことである.

6) f disiunctus j乙乙は Loeb版 [Macrobius] ~L従って読む.但し coniunctus [codd.]. 

Cf. Ziegler， op. cit.， S. XLII. 

7) f summus iIIe caeli stelIifer cursusj乙れは言う迄もなく恒星夫を指すものであるが，
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これは記nallageadj配ctiviのき受税法であって， iIle caeli stelliferi cursusとなるのが普

滋の言い麹しでおろう.

8) r-acuto et excitatoJ Loeb絞に色主とあるのは伐の言葉穏と，怒われる.

9) rten:a nonaJ nonaは主主箔砲に terraにかかるもの

10) r八勝からなる軌道は口….{;音を発しているjζのわけは，金患と*'"震とは共l乙comites

であるために (cf.詩17)，民ーの速度で旋闘し，従って馬務ーであるがだめ，と後約されて

いる.Cf. Macrobius， II iv 9 (Stahl， op. cit.， p. 198 n. 6). 

11) r間 ptem'"正listinctosinterv品llis80n08 J j二の intervall誌は intervallis... imt絞め出，

つまり intervallagloborumであったのに対して{訳註 5参照)，乙 ζ可::'1ま interva]Ja

sonorum (cf.Tusc. 1， 41)である.

S記ptem(…nodus)とのむきはり品ラの七紘一ヲュラは Terpandrosによって的絃

から七絃に改良されたと伝えられているが に綴当するものであり， ヲュラの絃の長念

の比と，書官述のまま勝間の距博撃の比とがてr!l芝対応しているをうのと考えられた. このように
ま安警告は字密の構造に幾づいているものである故，管益還に於ても(数の持率宮、観・お銭術など

に歩合けると同様iと)，七日3数は神殿視されてザュラiま必ヂ七絃でなければならぬと奪えら

れ，キケロはかつてスパルタ;と於'LTimotheusが創設)jと十一絃からなる塁手が禁政怒れ

たことそ述ぺている (Le箆.II，.39). 

12) rζ の潟ぺj とは夫ままの望者革連を指宮¥

13) nmit証tiJCf. Omnis ars est imitatio naturae (Seneca， Ep. 65， 3). 

ζζでは，教養学識ある人々{倒えばどタゴラス派の人々など〉とか神的な探究(形

市上学，主主いは ζれを悶政と取る解釈もある)に携はる人々は， 9 13 Iと於ける綴放に尽

罪事した人々に機ずべきものとなっている.

関みに，天殺の務調そ機箱として黄色上の事者楽が奏されるが鮫く，国要誌の組織に於て

もまた， iustitiaと則って concordiaが作られなければならない， とされている (Rep.

II， 69).なお国家の総綴と音楽の様またとの籾関空主についてlまcf.Platon， Politei乳 424Cf. 

19 1) rCatadupaJζ のìtl!:;\i;は吟制rál1仰加議布 (~a:rà十òOrJ11:iω 轟然と務下す引に白菜

ずるもので， Herodoto糸口， 17.iζ於ける οKaz:&coinro，をさし，ナイノレ湾の第…議書布，

現在の WadyHalfaを?若うもの.Syeneの上流にあたっている.

言母，こうした説話はお代の草寺務議室擦務談によったものであり，往時は交通や毅滋主主

不便であったために，王室演の義務情は緩めるぺきそF設も乏しいままに，色々と務援された

り粉飾されて流布していたものの一つである.

2) ここどよげられている，太襲警と人間の微力との関係のき!例については， cf.ぺfusc.1，73. 

Platon， Phaid. 9設ひ考察.

20 1) r人間界のものは軽視するがよいJCf. Ad Colossens珪s-3， 2.汝らとにあるものぞ念

い，立ちに在るものを念うえま.

2) r名子守・…栄害警JCf: Vult plane virtus ho滋orem，nec est virtutis ulla aIia m巴rces.
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次官p.III， 40.路弘i:S'代のギリシア・盟… γ人たちにとっ可ごは，ネメロス ζ のかた，名誉

心とは，己が五左翼撃にヌまずる周囲の磯穏として当然与えられるべき茨t量的栄養去に対する要

求に基づくもの勺あるから，一般に Cれは自明o欲求として是認されたばかりではなく，

極与さて尊重設会れていた感情なのマあるが (cf胃 qui付ぬude恐 et証ddecus nati， suscepti， 

instituti sumus Fin. V;63.)，と ζ ろがそれに反して，以下 (~25 まで) !<::見られる談

口…マ的でもなければ，まわキケ口約であるとも替えないものであ

お. ζの越は怒らしやケ口自身すでに俊治的に深刻な失言者、与を体験し-B.C.58符iとは

畿は恥ぬ時ロー?から波放された r.の著述立)H寺銭にもまた後年の護支局を予建設させる立

場iζ置かれていたととと無関係勺はないのであろう. Cf. Hirzel， op. cit.， 1， S. 467. 

3) r人間oh苦往する場所jととでは，次i<::見られる奴く，主義沼南北の各生存球iζ於ける滋手舎
のみが考えられている.

4) r側衡に obli弓uij南半僚の，地中海設界と問綬度にある滋鍛え長ゴぎのζと a川 0111:01 に
あたるもの.

5) fます留して transversij北半球の，口…?人からみて裟殺.IJにあたるべき佼畿を指す.

'J'(ερioは討 にあたるもの、

6) r対絞しつつはversij所謂対器禁;人d況なOOoC'である. Cf. Acad. II， 123. 
7)地球上oJj努往警警は以上の間部分からなって，会々は Oceanusの流れによって別け際

てられていると考えられた.Cf. ~ 21. 

21 1)以下に見られるような主主主求縁ー球形であって， 治手控 (cinguli，CWY掛けに区分会れてい

あとのーについては， cf. Ovidius， Metamorph. 1， 46 ff， S.V.F.， II， S， 195. 

2) r angustata verticibus， lateribus latior Jζ の南北と燦筏とを意味する二句の関係は，
lまぼ isokolonであると共にまた chiasmos.と緩み合lま'dれており，従ってとこ乙では内容

と表現形体とが相応じているわけである.Cf. angusta [Macrobius]. 

22 1) fカウカスス山脈……ガンジス河j古代ギリシア・口一7世界iとあっては， ζれらが主主

に人燃の文化の果てる限界であると考えられていた.

2) r.とで君主otemaが繰返されて，ぞれ?と hypotyposisが従っている.

3) fquis in reli屯対話.......1以下の語j般のかかりは，quisinreliquis ultimis partibus orientis 

aut obeuntis solis aむta弓uilonis説strive...…となるものであり，また， obellntisは

occid邑ntisと問畿である.

4) fv悲喜士宮乱 se g]oria dilatari velitJ Cf. ne in continentibぉ quidem terris vestrum 

nomen dilatari potest. Fr. V， 87. 

5) 以上 ìC於ては(~~ 20政)，人閣の俊界主主祭締約iC狭く限定されマいるととが説かれる習

と共iと，以下iC於では(924まで)，H寺倒的にJjI，ても問題iむならぬ絞に短期簡である ζ とが

強識されている.とれらの二点から兇t::res human艇の窓しさは，際iζ 災ep.1， 26 f. 

1<::於て取りょげられていた.

231) fprぴたりとの語は priscumpo記ticumverbllmの例としてj二げられるものの一つで
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ある.Cf. De Or. III， 153‘向 p6訳設G参照.

2) r父劉からま惨さまし…・・伝淡Jこれは古代官 -7約な家系尊重の滋警ぎによるものであ
る. !l16 (/)初め参照.

3) r大地のtl1i絞Je:'.の世界の大洪水という考えは広く，パザ口ニアの神話，駿警察，Deucalion

の持活， Ovidius考察にも見られるもの.

4) reluvion巴sexustion的屯ueJζれはストア苦まの Kata以υl1f.!.oI ~二、お1W{l(Úd~にである.

Cf. 8.V.F.， II， S8. 186 & 337. 

flu，託没界立〉炎上と符!t(n:aAlrreジ$(/;叫に関しては， cf. iす珪t.D. II， 118.S.V.F.， 1I， 

S. 187. 

5) r……それが何の穏採があるのかjつまりそれでは，不当の意味で永選撃であるとは言え
ないからである.廷に緩いて(!l24)そのことの滋台付けが述べられる，

24 1) rqui nec paucior部役立ert巴melioresfu君主untJCf. Abiit ad plures (sive， ad maiores) 

むの人網の死去を意味する憤舟匂からも綴うととが出来るように， (生者よりも)死者の

万がより多数であると考えられたのであり (cf.vixere fortes印紙 Agam巴mno部 multi;

sed omn合S・M ・..Horatius，IV ix 25)，また maioresーより大なる人々ーとは祖先そ

議事長した.乙ように先雲寺代の人々の方がより優れていた-.me¥iorωーと考える凝史観は，

ヘシオドスやストア派，またラテン作委託ではサノレステイウス，オウィディウスなどに見

られるとろであり，ネケ口のこうした後ぢ主義的な盗勢は，古百ーマ共和制の伝統の中

iζ 殴警主体憲nの典型連とýj!.~そうとする点 iζ 方きても， ζの国言葉稔余手本受賞いている， と宣言う

ことが潟楽ょう.

2) ru設iusanniJとれば V告主総nsannus (infra)淡いは magnusannus (N註1.D. II， 51) 

の乙とであって，キケ自は乙の£手数"'"12号54年としている (Fr.V， 35). 

図みIC，後然俸とか宇宙年2こか徐されるものには，君主界の銭迭・燥機・再生の退完き

そ以てするものと，ラミ体の配置の路実著者と以て計るものとがあって，それ，C:;区浅ずべき主手

数もそを説各様であり，.1:認のキケロが与え?とまド数も算践の綴拠を詳かにしない‘

3) rmemoriamJ memoriaま!l10(及び R記p.1， 1) IC於では activum で~ったけれど

も， ζ è:'.-r:は passivumーっ~り，人々によって総億せられるとと…である.

4) Icum削除mJζ の箇所は reipsa部 temcum...…とMacrobius(/)読み方{Lよって

いるテタストも多い.

5) r vertens annusJ e:'.の verto1まintransitivumである.Cf. v思rsantur!l17…とこの verso

の彩ば V邑rtoの frequentatお守口m-.

6) r人間の俊代j 乙れは三三分の一世紀とちれていた.
7) rロムルスjを支の最後，昇天の有様については cf.Plutarchos， Vit. Romulus ll27. ~二

の際IC起った筏銭iζ関しでは…勿議これは架授の伝説であるが一次叩.1;25. II， 17.にも

言言及されている. この年代はキケ却によるとB.C.714々 とされ(一般には B.C.716年)，

一方このスキピオカま警察をみたのは，官官述の如く， B.C.149年の出来事として設定されて
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いるのであるから，従ってさ当然、未だ…図録俸の二十分のーには遼していないことになる

8) resseωn開 rsamjζ の昔話義父践しでは cf.converterit S 12， conversio S 18， vertens 

S 24. また medio予品ssivumの怒形に関しでは cf.convertitu乙 versantur，volvはntur

き17.

25 1) r 0郎総iasunt".virisJとの virisはおtivusζ取って，人々にとって一地上に於では

与えられないー{爽IC怖綴ある)総てのものが療をしている，と考える.係しcこに plena

与を紛って考え， vidsそ ab!ativusIと取るととも可能であろう.

2) r reditum in hunc locumj S 18の向一語句護塁線. LlPちこれは椀総された人々の集う

場所のことである.

3) r alte spectare... j Cf. Video t己altespectare et veile in c乳elummigrare. Tusc静 1，82.

Sunt enim ex terra homines non ut incola巴at司uehabitatores sed quasi spectatore話

sup日rarumrerum atque caelestium， 弓桂arumsp告ctaculum乳dnullum aliud g♀nus 

animantium pertinet. Nat. D. II， 140. 

とのような人間IJ);衣分の競まさに関しては， Anaxago主a告が。さ尉p:;CJJ z;ov o!Jpaν6JJこそ

z;ou ßi仰 igÀO~ でおるとしたものとか (D.K. II， S. 13，20 & 11)，また PlatonがKratylos翁
に於てなしている語緩解釈iと基づくもの必ジ01lZ'&μi}llP[WVopvw; dゐi}仰 7tQご“avf)ρ叫1(0:;"

t:Vνop.a"均，&vadpwμa 01t'ωπ:; (399 c)などに，その約来高安巡ることが出来ょう.

4) rhanc sedern et aeternam dorななまnj宇宙をとこのようにi呼ぶことは，既に Rεp.I，19. 

には qua邑(domus)non ea est，弓uampariet日snostri cingunt， sed mundus hic tot現S，

quod domieilium quam弓uepatriam di nobis commu混合m secum d記dεrunt，とあっ

て，また Nat.D. II， 154.では Estenim mu.nclus quasi comr誌なれisdeorum atque 

hominum domus， aut urb器 utrorum弓ue.となっている Cf.Rep. III， 14. Leg. II， 26. 

'5) rneque te sermonibus vulgi dederisJ rnec in pra記mIishumanis spem posuerisJ 

ζの二を立の舗には，allit白ratio，isokolon及び homoioteleutonの関係が夜在している.

6) r主義そのもののい…JO笈.1，6.1ζ於ては quisolam...aut…maxime honestatem propter 

se dicant告xpetendam. としC::， このような主張をする人々として，ストア・アカデーメ

イア・ペリパトスの誠学派会上げている，

7) r alii 10屯誌antur，…sedloque役立rtamen.Jこのこ匂は共に護毒殺 loquor安中心にし

た，六衰僚からなる isokolo設を構成している.とこのζとは denobis 10弓u現ntur，司uarな

おなuenturdiu 9 22 Iと於ても同様7!あ<S.
伐とこの cla泣sulaIまmolossus十creticus(d設立tylus)になっている.

8) rse主mo"咽iIIeJCf. supra， sermonib立svul耳1.つまり illeとは，前文を受けて， aliorum 

qui de te loquenturの総であそが-'-cf.qui de∞bis loquuntur S 22ー，これは

sermonis hominu設1S 20 !ζ絞ぺると幾分寝室渓約にき受現3れたもの.

9) r angustiis...iis re認ionumJCf.屯uantis 役 目nqustiisS 22， r品ris et 在住窓口stisin 

locis S 20. 
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10) rposteritatisj=posterorum-cf. posteris S 23，…つまり ζれはめstr乱立tumpro 

concretoである，

11) r拙 C…et…et…J乙のさまfむのR葉区予は内容的にみると hysc邑ronproteronの鵠係?となヴ

ているわけであるけれどち，そのわけは，キケ口の考えの滋点が etoblivio滋母 posteritatis

extinguitur ，とまるあために，<:..の匂が総滋に霞かれるものでたろうーそしてそれと符憾

に， ζとに dicreticusの cl註usu訟を作ることになる.三主fニextinguitur乙関してほ，

cf. extinctos arbitrar母燃汲主喜14.

26 1) IEgov告rojとれば次段の Tuv記却にi呼応するもの.

2) r司uasilimes ad caeli註ditumpatetj Cf. K"必UY，，1IS1Z:01お<JTC!i:p&z:p説rroご1:1ご Sfi:伊e.

(JSIν ~J.lii c:. P!ato九 Phaid.66 B. 

3) r mens cuiusque is est守口is屯むeJとの is1ま磁樹の mens(f.)を繰返して受けている

ま会繍の指示潟であるが，述語?とる quisqueにひかれる給5札 is(瓜)の彩となっている，

またこの mensは次の 4山口出?とうも行しているものであるが，との筒所に述べら

れるような活動をする mensについては， cf“Mensagitat molem， et ma諒nos号corpore

miscet. Vergilius， Aεn. VI，727. 

鈴こ ζの corpushoc， form註 i話線， ea五gura等6うさぎ蒸;ζ波紋れる緩肉綴につい緋と

は， cf. <JWJ.lfX <JrIl附 P!aton，Kratylos 400 B f. s 14訳終 6).06 Trp8c: ui <J役立POuωTrOν
…&，l，iケ..1:0[;';0 ~きさd Z:IV 寺 φ州最. Alkibi品desI， 130 E. 

4)対的m te...esseJ Cf. Tむsc.1， 65. Euripides， 1弘 1007.Marcus Aurelius， XII， 26. 

P!aton， Nomoi 899 Af. 

5) r siquidem告書tdeus，…qui proγid悲し quit社mregit et moderatur.. .id corpus…司燃すn

hunc mundum ille princeps deu事j<:..のような霊魂綴は inanimis homi誌はmの regale

imperiumとして擦綴されている consiliumdominans (Rep. I， 60)という湾え方と応

ずるものであって，その由来令毒事ねるなら，Platonのz手μeJlAorld'CIκijJ6ρお臼πρ011善彦草1，

…ZZovzt zキνIJTCお会対仰と uk和akπpOIl伊et制 (Politeia441 E)， d ;'orl<Jwc長JI' ''~elν

在ρXSIν…πoJ.SWC'U: f{;fX'i ~el(b z:ou (ibid.. 442 D). iζ溜るものであり，つまりストア派に於

ける z主主reμ0)11，，6ν(S.v.F.，I， S. 39， II， SS. 226 ff.) Iζるたるものである R

そしてまた ζ とに認められるのは，争率:後界一魂:身体という支密機係の相似憾で

あり 2 つ3どり Makro冒と Mikro・の kosmosの考え方iζ訟ならない.'Cf. quem in hoc 

n王立ndolocum deus obtinet， hunc in homine animus. Seneca， Ep. 65， 24裕

次にことで上の災直日関係そ表現している言幾 regitet moderatur (cf. illi principi 

deo， qui omnem mundum regit S 13. quasi m時isteret imperatoτomniumゐ立S

Rep. 1II， 33)によって兇る 1<::，キケoiJ~ r:.の交喜三関係を問慾にする場合の契機となる

ものは，プラトンの場合と問様;ζ，ーとき為政者&悶怒との塁塁係の考察であったのである

したf.Rep. 1， 45 & 60)，それとの関聯lζ於て言命ぜられるのであるから，縫って乙 ζで

animus sernpiternu告と言われているものは，綴;念的な霊霊魂一般を絞り上げたというより
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は，むしろ国政l乙尽序した者の魂の乙とが直接に考察の対象となっていると考えられ

る.Cf. ~~ 18， 16. quorumγremanerunt animi atque aeternitate fruerentur. Nat. 

D. II， 62. animos praeclarorum hominum... divinos esse et aeternos. Ibid. III， 12. 

27 1) 以下(S~ 27， 28)霊魂不滅の証明にあてられている部分は， Platon， Phaidros 245 C-

246 A からの引用であって，そのほぼ完全な逐語訳1Cな勺ている.向 Tusc.I， 53-55 

にも同じ引用がなされている

2) r quod semp巴rmoveturjこれのもとのギリシア諾は Eddztki問E仰であって，乙乙の

動詞moveturはmedio帽passlvumである (Kuhner-Stegmann，Ausfuhrlich巴Grammatik

der lateinischen Sprach巴， Satzl巴hreTeil 1， S. 107). 

Cf. infra. quod ipsum a se movetur 訪問~)Z:Ò aIJz:oκtνouv ここはギリシア語では

activum transitivumであったものが，ラテン語の表現では passivumとなっている.

しかし reflexivum-passivumなのであるから，意味上は activumintransitivum とな

るわけで，従ってそこはく自ら自己自身の力で運動するもの〉と訳した.

向次の agitatur(agereの intensivum)は passivumであって，以下 moveriは

m巴dio-passivum，また moventurは passivumである.

28 1) r quod a se ipso moveaturj 7:0U ritp' 2auz;ou町内υμevoυ上記訳註参照 これは Tusc.

1，54. 1乙於ては quoclse ipsum moveatと訳されている.向，乙の modusconjunctivus 

はおsimilatiomodiによるもの

2) ranimalJ乙れは Eμψυχwであって，即ち Text V の読み方である-animatumの

意味である.Cf. quodsi ignis ex sese ipse animal est. Nat. D. III， 36. hunc mundum 

animal esse. Tim. 10.及び Nat.D. 1，26.向 cf.quae (stel!ae)…animatae ~ 15. 

3) r una ex omnibus， q uae... j unaは次の訳註に上げる quae1ζ引かれたもの-omnibus

(abl目)は omnia(nom.)からと取った場合 と考えるか，或いは， omnibus rebus (fem.) 

から来たものかである.何れにしても意味上の変りはないが，但し omnesresとは，

あらゆる寄在するもの，であるよりも，むしろ，あらゆるものごと・ ζ とがらである.

Cf. Merguet， op. cit. II， S. 818 f.及び quinum巴rusrerum omnium fere nodus est. 

~ 18.従ってここでは前の解釈を取る.

4) r quae及び hanc(s 29)j乙れらは共に proprianatura animi atque visをうけるも

のであるが，つまるととろは animusそのものを指す

5) r neque nata certe est et aeterna estjこれは &ri'ν牢z;ovz:eκat &da四 Z;OYであって，

J:!pち一言で言えば，不生不死の謂である.またこ乙は dicreticusの clausulaを作って

いる.

29 1) r optimis in rebusj乙の resは行為の意

2) rtu巴xerc巴jimp巴ratlvusによる aclhortatioの形.

3) rin hanc seclem et c10mum suam (animi)j乙れは infra.hunc in locum revertuntur 

lζ応ずるものであって， .~ 18 及び ~25 の reditum in hunc locumと同じものなのであ
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るから， JiPち certum母ssein caelo definit間 1locum S 13 o c. lこに後ならない.

fti!ぞれに対して， hanc sedem et a邑tern語m domum S25ば mundusのととで必

るし(符所0)訳書主4参照)，また sedemhominum ac domum S 20 !ま terr旦を指すも

のである.

4) fea，司uaeextra erunt， contemplansJ Cf. et sensibus日tanimo鉛伊総記xtrasunt 

percip泊lUS.Nat. D. II， 147. 

5) r animus emin号bitforas.・sea corpor台幼strahetJCf.乳nimispretis corporibぉ

巴volant設士号u吉 excurrunt foras. Div. 1， 114. maxime弓uea corpore 註bducimusる

Tusc. 1，75. to x剖ρiとε(1Idu f.láÀI<1 ~a eIrro rou "rIJp.arOl; tが φひx~v. Platoll， Phaid. 67 C. 

6) f volut註おturJvolut品refまvolv記reの intensivu滋である.Cf. /C vÀÍv(ì~"Oac Platon， 

Ph証id.81 D. (cf. J. B盟主忠告し Plato'sPhaedo， p. 73) 

向ζの鐙所iζjjI，られるような，二緩警察の君主とそれらが死後iζ怒るべき二つの滋につ

いては， cf. Tusc. I， 72. Phaid. 107 D-115 A. 

7) rmultis s総 clisJCf. mult品 homi注目玲純日cula喜24 この波放の期聞については， cf. 

Plat.むn，Phaidros 248 Eーそこでは一万年間とおれているー，Politeia614 A ff. Vergilius， 

Aen. VI， 745-751. 

8) nne discessit; ego somno solutus sumJここは dicreticuscatalecticusの clausula

であって，乙の一行を以て国家論の会綴i立総ぢられているが， ille ~二日絞りの対照，

asyndetonなど，この総務の鋳宝寺さは，喜多幻より現実九0):綴喜誌の転換を効身主的えまちしめ

ている.Cf. S~at，伊川ç' &v棋がtや夜c'~ö:.tJl eωlJe;yαut:ov t;Etμelloジsrrir~ rrvρ~. Platon， Politeia 

621 B. 

イ， (語り手・小スやピオ)r夢JIまくはしがき>1こも述べたように，小スキピオのそノロー
グなので怠るが，しかし国家論のダイヤロ…グとしての殺害義は，そのままこの幾分にも

持込議れておって，民JM蓄喜jの部分もまた，小スキピ;tの喜多のゆに於ける，後Jこ，奴父大
スキピ';t父は父パウノレスJこの箆iζ交わされたs 対話の形式建?とりながら渓認しでいる.
Cf.日irzel，op‘cit.， 1， S. 462. 

くお乙とわり>訳訟の対象となる綴済の指示の仕方は，印綴iこ警告して，慾iζ方針を変廷した

ために，体重友会主多少不揃いになりましたが，概ね，その内容に箆わるものは訳文〈邦語〉

によっており，また，主主;文の表現之ニ関係がある場合にはラテン諮で引用してあります.
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